心臓非同期が犬の心機能に与える影響に関する研究 by 望月 庸平
  
心臓非同期が犬の心機能に与える影響に関する研究 






































































力を評価した。各指標の至適 cut-off値とその際における感度・特異度は SPWMD 42.7 
ms（感度 1.000、特異度 0.400）、first SPWMD 143.3 ms（感度 1.000、特異度 1.000）、
DysSR 7.32 %（感度 1.000、特異度 0.900）、MaxD-TpSR 13.5 ms（感度 0.900、特異度











重 10.4±1.0 kg）から前章と同様に LBBB モデルを作製し、安静状態を保った
Non-exercise group（n = 6）と、作製後 2週間目からトレッドミルによる運動負荷（13 
km/hr、15分間、1日 1回）を加えたExercise group（n = 6）に無作為に分け、モデル
作製前（Pre）、運動負荷開始後 2 週間（Ex2weeks）、および運動負荷開始後 6 週間目
（Ex6weeks）に心エコー検査指標および非同期指標の計測を行い、群間および群内比
較を行った。Non-exercise group では左室駆出率に有意な変化は認められなかったが、
Exercise group では左室駆出率が経時的に減少し、Pre と比較して Ex2weeks および
Ex6weeks で有意な低下を示した。また、機械的非同期の指標として計測した DysSR
は両群とも経時的に増加し、Non-exercise group では Pre と比較して Ex2weeks と
Ex6weeksで、Ex2weeksと比較して Ex6weeksで有意な増加を示し、Exercise groupで
は Pre と比較して Ex2weeks と Ex6weeks で有意な増加を示した。first SPWMD は












頭（体重 21.5±3.4 kg）を用いてLBBBモデル犬を作製し、Non-exercise group（n = 3）
とExercise group（n = 3）に分類し、前章と同様にモデル作製前（Pre）、運動負荷開始
後 2週間（Ex 2 weeks）、および運動負荷開始後 6週間目（Ex 6 weeks）に心エコー検
査指標および非同期指標の計測を行い、群間および群内比較を行った。第 4章で示し
た結果と異なり、Non-exercise groupおよびExercise groupの両群において左室駆出率
が経時的に減少する傾向が認められ、Non-exercise group において Pre と比較して
Ex6weeksで有意な低下を示した。機械的非同期の指標として計測した DysSRは増加
する傾向を示し、Exercise groupにおいて、Preと比較してEx2weeksとEx6weeksで有
意な増加を示した。first SPWMDはNon-exercise groupおよびExercise groupの双方で
Preと比較して Ex2weeksおよび Ex6weeksで有意な増加を示した。このことから、大
型犬種においてLBBBによる非同期は、負荷の有無に関わらず独立して心機能低下を
生じることが示され、非同期による心機能障害に体格が影響することが示された。ま
た、exercise groupでLVEFの低下が増強されることはなかったが、非同期性の悪化が
より早期に生じる傾向が認められた。大型犬ではビーグルよりも非同期が重度であり、
そのために運動負荷の影響を強く受けたものと考えられた。 
 
以上のように、本研究ではヒトで報告されているMモード法および 2D-STE法を用
いた非同期指標の、犬に対する適応の是非およびその非同期の検出力を評価した。さ
らに、LBBBモデル犬の心機能および非同期指標がモデル作製後からどのように変化
するか、およびその変化に影響する要因として運動と体格を取り上げて検討を行った。 
その結果、Mモード法による first SPWMDおよび壁厚方向ストレインに基づいた非
同期指標、その中でも特にDysSRが再現性、検出力とも優れており、犬の非同期検出
に有用であると考えられた。 
小型から中型犬では LBBB による心臓非同期単独で心機能の有意な低下を生じず、
大型犬では心臓非同期単独で左室収縮能の低下を生じることが示唆された。このこと
から、臨床獣医師は非同期を疑う犬の診療にあたる際に、犬の体格を含めて非同期の
評価を行う必要があると考えられた。また、非同期を呈する中型犬においても、運動
負荷が加わることで心機能低下を生じる可能性、非同期が増悪される可能性があり、
運動制限が必要となる可能性が示唆された。 
犬においてLBBBを含む心室内伝導障害の罹患率は比較的低いが、徐脈性不整脈に
対する心臓ペーシング療法が多く報告されており、この場合はLBBBと類似の刺激伝
導様式を取ると考えられる。したがって、ペースメーカー治療を受けた犬においては
心臓の非同期評価も重要となる。今後、このような症例を含む、臨床症例を対象とし
たさらなる検討が望まれる。 
